
⑦和泊町（鹿児島県）（人口6.296人）※令和５年１月１日現在

選挙出前授業及び模擬選挙

■取組の概要

・県を通じて出前授業の要望があった小学校、高校において選挙出前授業を実施。

・小学校では、選挙制度に関する授業と模擬選挙を実施し、高校では生徒会選挙

の直前に選挙制度に関する授業を実施。

・高校の授業は、隣接する知名町選管と共同で対応。

■実施の経緯

＜取組を開始するに至った経緯、当初の問題意識＞

・県が県内の学校に出前授業の希望に関するアンケートを実施しており、県を通じて小学校、高校から町に
対して出前授業を実施してほしい旨の依頼があり実施に至った。

■実施の体制

＜庁内の実施体制＞

・選管委員４名、書記長（兼任）、書記１名（兼任）

＜外部との連携体制＞

・沖永良部高校は、和泊町と隣接する知名町にある沖永良部島唯一の高校であることから、知名町選管と連
携して出前授業を実施。

実施概要

実施年度 平成27年度から毎年実施

対象者 鹿児島県のアンケートにおいて実施希望があった学校の児童・生徒

参加者数 町立和泊小学校約70名、県立沖永良部高校約80名（令和５年度）

事業規模（予算） なし

■取組の効果・成果

・和泊小学校では、「未来の和泊町長選挙」と題した模擬選挙を実施した。身近な題材を扱うことで、こど
もたちに対する選挙の意識づけができていると感じている。
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取
組
主
体

選挙管理委員会

【問い合わせ先】和泊町選挙管理委員会 TEL：0997-84-3523 e-mail：senkyo@town.wadomari.lg.jp

（調査時点：令和５年10月）

＜これから取組を始める団体へのメッセージ＞

出前授業や模擬選挙を実施するのは大変な面もありますが、実施してしまえば意外と
できるので、まずはやってみてほしいと思います。
実際に身体を動かしながら選挙に関われるので、模擬選挙はおすすめです。

活
動
分
類

地方公共団体主体 他の機関(税務署)と連携 若者議会・こども議会 座談会等

大学・若者グループ
等との交流

対
象

小学生等 中学生 高校生
大学生・短大生・

高専生
若者層

（10～20代）
特別支援学校生

【参考】
学校・民間団体
が主体の取組

出前授業・模擬選挙 模擬議会・議員との交流



■取組のステップとポイント
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①
事
前
準
備

②
取
組
実
施

【４月～】学校と調整（時期・内容の決定）
【ポイント】

・出前授業は、小学生に興味を持っ
てもらえるようなクイズを実施し
てみてはどうかと提案した。結果
として、このクイズがこどもたち
の興味を惹きつけることに役立っ
ていた。

・出前授業用の資料は、総務省の
ホームページに掲載されている資
料や高校生向け副教材「私たちが
拓く日本の未来」を活用すること
で効率化を図った。

③
実
施
後

【実施２週間前】内容の確認

【ポイント】

・模擬選挙は、「未来の和泊町長選
挙」と題して児童が立候補者役を
担った。身近な題材とすることで
興味関心を惹きつけられた。

・学校と選管で役割分担を明確にし
ている。

学校：立候補者役の児童の選定や
演説資料の作成

選管書記：当日の進行

選挙管理委員：模擬選挙の立会人

【ポイント】

・教員アンケートでは、「最近は
YouTubeに慣れ親しんだこどもが多
いため、動画教材があると良いの
ではないか」等具体的な改善提案
があった。

・県が県内の学校の出前講座希望を取りまとめ、沖永良
部島にある学校で希望があれば町に情報共有。

〔小学校〕

・町から学校に連絡し、実施時期と内容を決定。

・電話で４～５回ほど協議を重ね、模擬選挙の立候補者
の演説時間や投票から開票までの流れ、授業の内容に
ついて調整。

〔高校〕

・学校と１回打合せを行い、授業の役割分担を知名町と
調整。

・教員にアンケートを実施し、出前授業のボリュームや
難易度、教材の分かりやすさに対する満足度、来年度
以降の改善要望等を把握している。

＜当日の実施内容＞

・打合せや電話で把握した要望をもとに、出前授業の資
料を作成し、学校に確認。

【実施１週間前】資料と機材の確認

・当日に使用する資料と機材について学校に最終確認。

○授業のみの場合

・授業１コマを使用し、選管職員が説明を実施（知名町
と共同で実施する場合は２町で１コマを分担）。

○模擬選挙も実施する場合

・授業２コマを使用して実施。

・選管職員が投票から開票までの一連の流れを説明後、
グループまたは立候補者から発表をしてもらい、投票
から開票まで実施。

発表の様子

投票の様子


	スライド 13
	スライド 14

